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平成２７年度 公益財団法人北九州市どうぶつ公園協会事業報告書 

 

 当協会は、「公園をはじめとした各種都市施設などの管理・運営事業を通じ、健康で豊 

かな市民生活の実現のほか、都市機能の増進に寄与すること」を目的とする。 

 

 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 到津の森公園・ひびき動物ワールド 

   『自然環境や動物とのふれあいを通じて楽しみながら学習する「自然環境教育施設」』、『市民

や企業などから様々な協力が受け入れられる「市民が支える公園」』、『良質なサービスを継続的

に提供するための「効率的な運営」』を基本方針に管理運営を行った。 

 

（１）到津の森公園管理運営事業 

  ① 施設運営事業 

ア 動物展示（展示数１００種、５００点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 入園者数及び入園料収入 

区    分 平成２７年度（A） 平成２６度（B） A－B 

 

入 

園 

者 

数 

有 

料 

大   人 180,208人（46.8%） 177,676人（47.5%） 2,532人 

中 高 校 生 9,764人（ 2.6%） 8,346人（ 2.2%）     1,418人 

小学生以下  73,689人（19.1%）  71,851人（19.2%） 1,838人 

サポーター・友の会    120人（ 0.0%）    167人（ 0.1%）     △ 47人 

計 263,781人(68.5％） 258,040人(69.0％） 5,741人 

無

料 

パスポート 23,153人（ 6.0%） 22,833人（ 6.1%） 320人 

無料・10 割減免 98,191人（25.5%） 92,891人（24.9%） 5,300人 

計 121,344人（31.5%） 115,724人（31.0%） 5,620人 

合   計 385,125人(100.0%） 373,764人(100.0%））      11,361人  

入 園 料 収 入     145,086,485円    141,325,350円 3,761,135円 

    

 

世界の動物ゾーン 

草原の世界（キリン、シマウマ、ライオンなど） 

林床の世界（セイロンゾウ、チンパンジーなど） 

樹冠の世界（オオサイチョウ、フクロテナガザルなど） 

マダガスカルの世界（エリマキキツネザル、ワオキツネザル） 

ふれあい動物園  ヤギ、レッサーパンダ、ウサギ、ロバなど 

バ ー ド ケ ー ジ  フラミンゴ、オシドリ、カモ、トキ類など 

郷 土 の 森 林  タヌキ、ムササビ、フクロウなど 

里のいきもの館  アオダイショウ、イモリ、ヒキガエル、魚類など 
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ウ 駐車場利用台数及び駐車料収入 

項   目 
平成２７年度 平成２６年度 

利用台数 収入金額 利用台数 収入金額 

普 通 車  78,731台 47,238,600円  75,894台 45,536,400円 

中・大 型 車 808台 808,000円 925台 925,000円 

計  79,539台 48,046,600円  76,819台 46,461,400円 

エ ロバの騎乗 

項   目 
平成２７度 平成２６度 

利用者数 収入金額 利用者数 収入金額 

ロ  バ 19,855人 3,587,000円 19,184人 3,488,700円 

  計 19,855人 3,587,000円 19,184人 3,488,700円 

 

    ② 実施事業 

      入園者に動物の生態等に関する学習機会の場を提供するため、夜間開園、林間学園等の

事業を実施した。 

主要イベント名 実施時期      事   業   内   容 

動物イベント 

定例 

ヤギの昼ごはん、ウサギとモルモットのふれ

あい等、動物たちの生態を見せるイベントを実

施した。 

土日祝 

トラやライオン等の動物に関するガイドやゾ

ウの水浴びタイム等動物たちの生態を見せるイ

ベントを実施した。 

ゆめある動物園プ
ロジェクト 

月１回 

飼育員が設定した様々なテーマに沿って動物

に関する生態やいきものに関する不思議を解

説。 

里山いきものがか
り 

月１回程度 
到津の森に住む生き物の観察や飼育員による

解説。 

夜間開園 年間 18日 

動物の夜の生態観察等を行なうため、夜間照

明を利用し、ゴールデンウィーク、夏休み（８

月のみ）に夜間開園を行なった。 

ドリームナイト・
アット・ザ・ズー 

 6.6(土) 

障がいのある方とその家族等を休園時間に招

待し、動物園を気兼ねなく楽しんでいただくと

ともに動物とのふれあいや動物に関するイベン

トを実施した。 

林間学園 
8.10～8.14 

8.17～8.21 

 都心に位置する到津の森を舞台に自然を愛

し、動植物に親しみ、友情を深めながら社会生

活を身につけることを目的として実施した。 

 

 



 ３ 

 

③ 動物ふれあい事業 

       動物ふれあい事業の一環でエサの販売を行った。 

項   目 
平成２７年度 平成２６年度 

利用者数 売上金額 利用者数 売上金額 

サ   ル 54,150人 5,415,000円 54,093人 5,409,300円 

ゾ    ウ 67,166人 6,716,600円 62,068人 6,206,800円 

アライグマ 8,098人 809,800円 18,362人 1,836,200円 

ヤ   ギ 62,407人 6,240,700円 57,492人 5,749,200円 

計 191,821人 19,182,100円 192,015人 19,201,500円 

        

④ 動物サポーター事業 

      到津の森公園における飼育動物のエサの調達、動物サポーター寄付者に対するパスポー

トの発行及び管理等の業務を行った。 

     

⑤ 学習プログラム事業 

  遠足訪問校向けプログラムや小学校先生向け研修等の学習プログラム策定及び実施業

務を行った。 

    

（２）ひびき動物ワールド管理運営事業 

    ①  施設運営事業 

    ア 動物展示（展示数４種、約２００点） 

 

 

 

 

 

イ 入場者数及び入場料収入 

    

 

 

 

 

 

 

 

                         

    

 

 

カ カンガルー イースタングレーカンガルー 

イエローフ－ティッドロックワラビー 

ケナガワラルー 

ウォンバット コモンウォンバット 

区    分 平成２７年度（A） 平成２６年度（B） A－B 

入 

場 

者 

数 

有

料 

大   人 33,825人（41.5%） 34,318人（41.9%）   △ 493人 

小・中学生 8,106人（ 9.9%） 7,913人（ 9.7%） 193人 

計 41,931人（51.4%） 42,231人（51.6%） △ 300人 

無

料 

無料・10 割減免 39,711人（48.6%） 39,710人（48.4%） 1人 

計 39,711人（48.6%） 39,710人（48.4%） 1人 

合   計 81,642人（100.0%） 81,941人（100.0%）   △ 299人 

入 園 料 収 入     11,019,500円    11,175,450円 △ 155,950円 
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 ② 動物ふれあい事業 

      動物ふれあい事業の一環でロックワラビーに対するえさの販売を行った。 

項  目 平成２７年度 平成２６年度 

利用者数 4,481人 4,412人 

売上金額  1,163,500円 1,206,000円 
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Ⅱ 収益事業 

１ 駐車場管理運営事業 

   駐車場需要に対処するため、北九州市及び北九州市道路公社の未利用地を有効活用して、 

陣原駅北口駐車場他２１箇所で月極及び時間貸駐車場の管理を行った。 

駐車場名 種類 駐車台数 平成２７年度 平成２６年度 

田町駐車場 月 極 19台 1,849,050円 1,818,500円 

金田駐車場 月 極 50台 4,099,700円 1,728,300円 

菜園場東駐車場 月 極 78台 4,371,300円 4,191,450円 

末広駐車場 月 極 136台 8,077,400円 7,192,100円 

竪町駐車場 月 極 11台 984,000円 1,176,300円 

竪町第二駐車場 月 極 45台 4,032,300円 3,937,200円 

下到津駐車場 月 極 49台 3,080,600円 3,077,500円 

西港駐車場 月 極 8台 288,000円 288,000円 

大手町東駐車場 月 極 16台 2,275,300円 2,255,500円 

上石田駐車場 月 極 33台 1,287,500円 1,894,800円 

戸畑駅北口駐車場 月 極 90台 6,943,000円 6,624,400円 

戸畑川代駐車場 月 極 34台 2,747,500円 2,656,500円 

若松駅南駐車場 月 極 144台 9,303,600円 9,172,400円 

皇后崎駐車場 月 極 62台 3,008,900円 3,371,400円 

陣原駅北口駐車場 月 極 207台 6,665,000円 6,977,800円 

穴生駐車場 月 極 34台 1,857,600円 2,307,300円 

本城駅前駐車場 月 極 3台 180,000円 180,000円 

折尾駅南駐車場 月 極 11台 798,000円 826,000円 

折尾駅東駐車場 時間貸 14台 10,426,300円 10,167,600円 

藤田駐車場 月 極 104台 3,762,500円 5,806,500円 

夕原町駐車場 月 極 130台 2,220,117円 2,253,356円 

萩原電停前駐車場 月 極 36台 1,728,000円 1,728,000円 

合  計 1,314台 79,985,667円 79,630,906円 
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２ 遊戯施設等管理運営事業 

 (１)遊戯施設等管理運営事業 

到津の森公園で観覧車、ミニモノレール等遊具の営業やベビーカーの貸出を行なった。 

  項    目 
平成２７年度 平成２６年度 

利用者数 収入金額 利用者数 収入金額 

観 覧 車 32,780人 9,204,000円 33,685人 9,453,000円 

ミニモノレール 43,334人 7,902,000円 41,805人 7,642,000円 

メリーゴーラウンド 42,320人 7,644,000円 41,233人 7,469,000円 

サイクルモノレール 56,248人 10,170,000円 53,581人 9,690,000円 

子 供 汽 車 45,347人 8,262,000円 44,944人 8,205,000円 

ボ ー ル 遊 び 29,484人 2,948,400円 30,611人 3,061,100円 

小 型 遊 具 123,110人 12,311,000円 119,728人 11,972,800円 

ト ラ ン ポ リ ン 35,866人  3,586,600円 34,586人  3,458,600円 

ボールプール他 14,500人 4,486,900円 13,003人 4,214,700円 

ベ ビ ー カ ー 3,381人 338,100円 3,435人 343,500円 

   計 426,370人 66,853,000円 416,611人 65,509,700円 

 

   (２)売店等事業 

     売店、レストラン及び自動販売機を設置し営業等を行った。 

項   目 
平成２７年度 平成２６年度 

売 上 額 売 上 額 

直営ショップ   53,297,663円   39,508,442円 

自販機等委託   7,452,966円   7,693,579円 

計  60,750,629円  47,202,021円 
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Ⅲ 評議員会及び理事会 

 １ 評議員会 

  ① 第２回評議員会（平成２７年６月１７日） 

    開催場所 到津の森公園管理センター ３階会議室 

    決議事項 評議員の選任について 

         平成２６年度決算について 

         理事、監事の選任について 

    報告事項 平成２７年度事業計画及び予算について 

 

  

２ 理事会 

  ① 第４回理事会（平成２７年５月２６日） 

    開催場所 到津の森公園管理センター ３階会議室 

    決議事項 平成２６年度事業報告及び決算について 

         第２回評議員会の目的である事項について 

    報告事項 理事長の職務執行状況について 

 

 

  ② 第５回臨時理事会（書面評決） 

    決議事項 理事長の選定について 

 

 

  ③ 第６回理事会（平成２８年３月２９日） 

    開催場所 到津の森公園管理センター ３階会議室 

    決議事項 平成２８年度事業計画について 

         平成２８年度予算について 

         理事長の報酬額について 

    報告事項 平成２７年度指定管理施設の入園者状況について 

         理事長の職務執行状況について 
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附属明細書 

 

 

 平成２７年度事業報告の附属明細書について、事業の内容を補足すべき重要な事項は存在しない。 


